
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
廃
棄
物
の

環
境
へ
の
流
出
を
止
め
る
た
め
に

　

管
理
方
法
を
誤
っ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
廃
棄
物
の
環

境
へ
の
流
出
は
、
現
代
の
重
要
な
問
題
と
な
っ
て
お

り
、
こ
の
課
題
の
対
応
に
危
機
感
が
高
ま
っ
て
い
る
。

２
０
２
２
年
11
月
、
１
７
５
カ
国
が
参
集
し
、
初
め

て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
に
対
処
す
る
た
め
の
世
界
的

な
法
制
度
の
整
備
に
つ
い
て
議
論
が
な
さ
れ
た
。
政

府
、
産
業
界
、
市
民
社
会
の
全
て
が
、
す
ぐ
に
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
廃
棄
物
の
環
境
へ
の
流
出
を
止
め
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
認
識
を
同
じ
く
し
て
い
る
。

　

何
十
億
人
も
の
人
々
が
、
い
ま
だ
、
日
常
生
活
に

お
い
て
、
新
鮮
で
健
康
な
食
品
の
入
手
、
公
衆
衛
生
、

現
代
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
交
通
シ
ス
テ
ム
、

イ
ン
フ
ラ
、
そ
し
て
雇
用
の
面
で
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

に
依
存
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
環
境
負
荷
の
少
な
い

実
用
的
で
費
用
対
効
果
の
高
い
代
替
品
が
な
い
限
り
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
現
代
社
会
で
使
わ
れ
続
け
る
。
そ

の
た
め
に
も
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
廃
棄
物
問
題
は
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
。

　

世
界
で
は
、
約
１
１
０
０
万
ト
ン
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
廃
棄
物
が
海
に
流
出
し
て
お
り
、
誤
っ
た
管
理
に

よ
り
、
経
済
的
価
値
に
し
て
年
間
１
２
０
０
億
ド
ル

が
失
わ
れ
て
い
る
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
廃
棄
物
が
環
境

中
に
流
出
し
て
し
ま
う
大
き
な
原
因
は
、
30
億
人
以

上
の
人
々
が
い
ま
だ
に
管
理
さ
れ
た
廃
棄
物
処
理
の

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
あ
る
。
こ

の
た
め
、
回
収
、
分
別
、
処
理
そ
し
て
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ス
テ
ム
の
改
善
は
、
特
に
サ
ー
ビ
ス
が
行
き
届
い

て
い
な
い
地
域
に
お
い
て
、
引
き
続
き
優
先
事
項
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
政
府
、
産
業
界
、
消
費
者
が

協
力
し
、
過
剰
な
廃
棄
物
の
削
減
、
再
利
用
の
最
大

化
や
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
う
こ
と
で
、「
作

る
・
使
う
・
捨
て
る
」
の
直
線
的
な
モ
デ
ル
か
ら
循

環
型
経
済
へ
の
移
行
を
加
速
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
移
行
は
す
で
に
始
ま
っ
て
お
り
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
廃
棄
物
の
削
減
の
た
め
の
意
欲
的
な
目
標
を
掲

げ
る
国
や
産
業
は
増
え
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
移

行
を
加
速
さ
せ
る
に
は
何
が
必
要
な
の
か
。

廃
棄
物
管
理
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の

社
会
実
装
を
世
界
中
で
支
援

２
０
１
₉
年
の
設
立
以
来
、
私
た
ち
Ａ
Ｅ
Ｐ
Ｗ
は
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
廃
棄
物
の
課
題
に
は
、
万
能
な
解
決

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
廃
棄
物
問
題
の
解
決
に
向
け
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
加
速

A
lliance to End Plastic W

aste

︵
Ａ
Ｅ
Ｐ
Ｗ
︶社
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ

ジ
ェ
イ
コ
ブ
・
デ
ュア
ー
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策
が
な
い
こ
と
を
実
感
し
て
き
た
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

廃
棄
物
を
な
く
す
た
め
に
は
、
新
し
い
運
用
方
法
、

革
新
的
な
技
術
、
新
た
な
資
金
調
達
モ
デ
ル
、
そ
し

て
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
な
ど
、
か
つ
て
な
い
規
模
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。 

　

国
際
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
し
て
私
た
ち
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
、
政
府
、
各
国
の
パ
ー
ト
ナ

ー
、
そ
し
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
協
力
し
、
環

境
中
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
廃
棄
物
を
な
く
す
た
め
の
解

決
策
の
検
証
、
開
発
を
実
行
し
て
い
る
。 

具
体
的

に
は
、
廃
棄
物
管
理
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
限

ら
れ
て
い
る
、
ま
た
は
全
く
な
い
発
展
途
上
国
で
は
、

私
た
ち
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
廃
棄
物
循
環

型
経
済
へ
の
移
行
の
た
め
、
ま
ず
は
、
そ
の
基
礎
と

な
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
支
援
し
て
い
る
。
ま
た
、
先

進
国
で
は
、
再
利
用
や
リ
サ
イ
ク
ル
を
促
進
す
る
技

術
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
シ
ス
テ
ム
を
強
化
す
る

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。  

　

ま
た
、
豊
富
な
技
術
的
専
門
知
識
に
よ
り
、
私
た

ち
は
事
業
の
リ
ス
ク
を
軽
減
し
、
成
功
の
可
能
性
を

高
め
る
た
め
の
資
金
提
供
に
よ
る
社
会
貢
献
を
行
っ

て
い
る
。
現
在
ま
で
に
、
50
以
上
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
１
億
７
０
０
０
万
ド
ル
の
資
金
を
提
供
し
て
お
り
、

そ
の
う
ち
の
約
60
％
が
東
南
ア
ジ
ア
と
イ
ン
ド
で
提

供
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
現
地
の
ニ
ー

ズ
に
よ
り
対
応
し
た
新
し
い
廃
棄
物
管
理
の
運
用
モ

デ
ル
を
検
証
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。 

　

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
よ
り
多
く
の
人
々
を
対

象
と
す
る
大
規
模
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ

プ
し
、
実
行
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
２
０
２
２
年
５

月
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
開
始
さ
れ
た
官
民
合
同
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
最
終
的
に
は
ジ
ャ
ワ
島
東
部
の
マ

ラ
ン
で
２
６
０
万
人
に
廃
棄
物
管
理
の
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
。 

　

も
ち
ろ
ん
、
私
た
ち
単
独
で
は
十
分
な
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
廃
棄
物
の
量
を
環
境
か
ら
取
り
除
く
こ
と
は
不

可
能
で
あ
る
。
私
た
ち
は
商
業
的
に
運
用
可
能
な
廃

棄
物
管
理
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
実
証
し
、
他
の
人
々

や
組
織
の
投
資
に
よ
り
、
世
界
中
で
そ
の
解
決
策
が

展
開
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
規
模
の
拡
大
を
促
し
、

永
続
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
す
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
へ
の
支
援
を
通
じ
た 

次
世
代
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
開
発

　

ま
た
、
革
新
的
な
技
術
を
も
っ
と
市
場
に
出
す
必

要
が
あ
る
。
そ
の
促
進
の
た
め
に
、『End Plastic 

W
aste Innovation Platform

 

（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

廃
棄
物
を
な
く
す
た
め
の
起
業
の
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
）』
を
設
立
し
た
。
２
０
２
２
年
に
３

年
目
を
迎
え
た
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
初
期
段
階
に
あ

る
有
望
な
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
の
育
成
を
目
的
と

し
て
お
り
、
現
在
、
東
京
を
含
む
世
界
７
カ
所
の
拠

点
で
展
開
し
て
き
て
い
る
。
す
で
に
全
世
界
で
応
募

プラスチック廃棄物をなくすための起業のサポートプラットフォームEXPO
（東京・渋谷 2022年9月開催）

AEPW 副社長ニコラス・コレシュ氏による冒頭挨拶 CLOMA会長 澤田 道隆氏による基調講演

21 2023・2

020-021_月刊経団連2月号_特集_AEPW_�ェイコ�・�ュアー様.indd   21 2023/01/16   10:30



の
あ
っ
た
３
０
０
０
社
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
の

う
ち
、
約
１
５
０
社
が
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
了
し

た
。
そ
の
後
、
こ
れ
ら
の
企
業
は
、
１
億
米
ド
ル
以

上
の
直
接
投
資
を
呼
び
込
む
の
に
成
功
し
て
い
る
。

日
本
で
は
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
、
カ
マ
ン
と

レ
コ
テ
ッ
ク
と
い
う
２
つ
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業

に
資
金
提
供
を
し
て
い
る
。

　

カ
マ
ン
が
開
発
し
た
「M

egloo

（
メ
グ
ル
ー
）」
は
、

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
容
器
の
廃
棄
を
減
ら
す
こ
と
を
目
的

と
し
た
リ
ユ
ー
ス
可
能
な
容
器
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
場
で
あ
る
。
さ
ら
に
三
井
化
学
は
、

食
品
グ
レ
ー
ド
の
バ
イ
オ
ベ
ー
ス
の
材
料
で
作
ら
れ

た
リ
ユ
ー
ス
可
能
な
容
器
の
開
発
に
お
い
て
、
カ
マ

ン
を
支
援
し
て
い
る
。

　

レ
コ
テ
ッ
ク
は
、
廃
棄
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
発
生
か

ら
リ
サ
イ
ク
ル
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
メ
ー
カ
ー
へ

供
給
さ
れ
る
ま
で
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
様
々
な

廃
棄
処
理
の
流
れ
に
関
す
る
情
報
を
『
見
え
る
化
』

し
、
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
『
Ｐ
Ｏ
Ｏ
Ｌ
』
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
展
開
し
て
い
る
。
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
は
、
新
し

い
フ
ィ
ル
ム
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
を
製
造
す
る
た

め
の
高
品
質
の
リ
サ
イ
ク
ル
樹
脂
の
生
産
に
お
い
て
、

レ
コ
テ
ッ
ク
と
協
働
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
商
業
化
が
可
能
な
解
決
策
の
創
出
を
さ
ら

に
促
進
す
る
た
め
、
私
た
ち
は
、
３
０
０
万
米
ド
ル

の
賞
金
を
授
与
す
る
『A

EPW
 Prize in Circular 

Solutions for Flexibles

（
軟
包
装
に
対
す
る
サ

ー
キ
ュ
ラ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
賞
）』
を
設
立
し
た
。 

私
た
ち
の
目
標
は
、
新
技
術
か
ら
商
業
化
が
可
能
な

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
廃
棄
物
管

理
に
変
革
を
も
た
ら
す
次
世
代
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を

生
み
出
す
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発
を
支
援
す
る
こ

と
で
あ
る
。 

継
続
的
な
改
善
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン 

そ
し
て
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
世
界
的
リ

ー
ダ
ー
で
あ
る
日
本
は
、
特
に
都
市
部
に
お
け
る
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
の
循
環
を
促
進
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
の
開
発
に
お
い
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。
私
た
ち
は
、
世
界
の
他
の
地
域

で
再
現
で
き
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
日
本
で
見
い
だ

し
資
金
提
供
し
た
い
と
い
う
意
欲
を
持
っ
て
い
る
。

今
後
、
会
員
企
業
や
日
本
政
府
、
各
自
治
体
、
そ
し

て
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｍ
Ａ
、
Ｉ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
、
Ｊ
Ｗ
Ｒ
Ｆ
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
な
ど
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
連
携
し
、
引
き
続
き
、
有

効
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
日
本
国
内
で
模
索
、
実
行
し

て
い
く
。 

私
た
ち
は
、
幸
運
に
も
、
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
、

稲
畑
産
業
、
キ
リ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、
住
友
化

学
、
三
井
化
学
、
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
グ
ル
ー
プ
と
い
っ

た
、
私
た
ち
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
積
極
的
に
参
画
す
る

日
本
の
会
員
企
業
を
筆
頭
に
世
界
で
約
80
社
の
会
員

企
業
と
協
働
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
廃
棄
物
を
な
く
す
こ
と
は
可
能
で

あ
る
。

　

最
後
に
、
廃
棄
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
な
く
す
た
め
に

は
、
継
続
的
な
改
善
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
そ
し
て
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。 

（
日
本
語
訳
：
Ａ
Ｅ
Ｐ
Ｗ
日
本
統
括 

穴
田
武
秀
）

A
lliance to End Plastic W

aste

（
Ａ
Ｅ
Ｐ
Ｗ
）に
つ
い
て

廃
棄
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
な
く
す
国
際
ア
ラ
イ
ア
ン
ス（
Ａ
Ｅ
Ｐ
Ｗ
）

は
、
廃
棄
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
削
減
に
取
り
組
む
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に

本
部
を
置
く
国
際
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
（
２
０
１
９
年
設
立
、
30
カ
国
・

50
以
上
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
）。
廃
棄
物
管
理
シ
ス
テ
ム
の

開
発
や
強
化
の
た
め
の
革
新
的
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
や
資
金
提
供
に
注
力
し
て
い
る

https://endplasticw
aste.org/ja
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